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本 稿 の 目的

近 年 、 社 会 福 祉 の 領 域 で も、ITと そ れ を 担 う コ ンピ ュー タ に対 す る 期 待感 が 高 ま っ て い る。

特 に最 近 で は 、 「デ ジタ ル ・オ ポ チ ュニ テ ィ」、 「ノー マ ライ ゼ ー シ ョン」 と い うキ ー ワ ー ドを

提 言 す る福 祉 行 政 や 産 業 界 だ け で は な く、 現 に 「障 害 者」 とい わ れ るそ の 問 題 の 当事 者 か ら熱

い期 待 が 寄 せ られ て い る。

しか し こ こで 留 意 した いの は 、 そ れ らの 障 害 当 事 者 は、 従 来 の デ ジタ ル ・デ ィバ イ ド(情 報

格 差)論 で は 、健 常 者(非 「障 害 者 」)よ り も コ ン ピ ュ ー タ が 利 用 し に く い 「情 報 弱 者 」 で あ

る と され て い た 点 で あ る。 つ ま り こ こ に は、 「情 報 弱 者 と され て き た 人 々 が み ず か らを情 報 弱

者 と して い る(は ず の)も の に期 待 を寄 せ る」 と い う一見 ね じれ た 現 実 が あ る。

後 に述 べ るよ うな 具 体 的 な 事例 に 注 目す る と、 特 に メデ ィア とい う観 点 か らは、 コ ンピ ュー

タ は た しか に障 害 当事 者 に と って 使 い に く いバ リ アが あ る もの の 、 従 来 の メ デ ィア よ り もず っ

と利 用 しや す い こ とが わ か る。 そ れ だ け で は な く、 当 事 者 の 社 会 参 加 に とっ て 重 要 な エ ンパ

ワー メ ン トを もた らして い る こ と もわ か った 。 そ れ は 障 害 当事 者 に とっ て 、 みず か らを 情 報 弱

者 にす る ので は な く、社 会 参 加 に結 び つ け る メデ ィア と して 機 能 し う る。 もち ろん 、コ ンピ ュー

タ を メデ ィ ア と して 利 用 す れ ば す な わ ち社 会 参 加 にな るわ けで は な い。 そ こ には 、 社 会 学 的 観

点 か ら明 らか に され な け れ ば な らな い、 「障 害 」 と メデ ィア をめ ぐる い くつ もの 問 題 が 存 在 し
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て い る。

この よ うな、 障 害 当事 者 に と って の コ ンピ ュー タ ・メデ ィア の社 会 的意 味 は、 数 少 な い漠 然

と した言 説 を のぞ いて は 、 十 分 考 察 され て こな か っ た。 特 に そ の具 体 的 な利 用 領 域 に注 目 した

社 会 学 的 な研 究 は ほ とん どな い。 本 稿 は 、 肢 体 不 自由 を 中 心 と した、 身体 障 害 者 と され る人 々

が、 コ ンピ ュー タ ・メデ ィ ア を利 用 し、 社 会 へ 参 加 して い こ う とす る領 域 に注 目 し、 事 例 を 中

心 に 調査 ・検 討 して 、 そ の可 能 性 を社 会 学 ・メデ ィア研 究 の 観点 か ら論 じる も ので あ る。

本稿の概要

第1章 問題の所在

本 稿の問題意識で ある 「障害 当事者 によ るコンピ ュータ ・メデ ィアの利用」 に焦点 を当て る

前 に、議論 しておかなければ な らな い問題がある。それ は、本稿 にお いてそ もそ も 「障害」お

よびそれが 「ある」 ということを、 どのよ うに考 えるかについて の、基本的な立場 の表明であ

る。そ もそ も、 「障害」 「障害者」 「障害者福祉」 とい う問題 は、 時 として誤解や深 刻な差別 を

生み 出す、社会的マイ ノ リテ ィに関す る問題で もあ り、 慎重に議論 され なければな らない。本

稿は、そのよ うな 「障害」 とい う問題 を掘 り下げていき、 その本質 を解 明す ることを目的 とす

るものではな く、 あくまで メデ ィアの利用 とい う領域 に限定 して議論 をお こな うもので ある。

しか しなが ら、 「障害」 に関す る議論 を しないままで、 「障害」 に関連す る問題 を取 り扱 うこと

は、社会 問題 に対す る取 り組み として も、学術的な検 討 として も、許 され るもので はないだ ろ

う。そ こで まず は、本稿 において 「障害」 とい うものを どのように考 えるべ きか、 という点か

ら議論 をは じめる。

これ まで 「障害」 とい うもの をどのよ うに考 えるのかについて は、 い くつ もの立場が存在 し

て いる。障害 を身体的機能の問題 としてのみ考える素朴 な医学 モデル は変更 を迫 られ たが、障

害 を社 会的 な産 物で ある と認 めて も、それ を否定的 に評価 し解 決 のための支援 対象 とす るか

(社 会福祉的アプ ローチ)、 逆 に肯定的に評価 しマイ ノリテ ィとして の文化 ・アイデ ンテ ィテ ィ

の基盤 とす るか(障 害学的アプ ローチ)に よって差がある。社会福祉 的なアプ ローチで の障害

の考 え方 は、"あ る"と され る人 々のステ ィグマ として当事者 を苦 しめ続 ける一方で、障害 の

無前提な肯定は、その障害が著 しい社会 的な不利 と一体化 して いるという事実、そ してそれ を

生んで いる社会構造への批判 力 を失いかね ない。そ のなかで求 め られ るのは、実際 には多様で

当事者のアイデ ンテ ィテ ィ基 盤 ともなる障害 とい う現 象の中か ら、解決 されな ければ な らな い

社会的な問題 としての 「障害」 を慎重 に抽 出 し、 その社 会的構成 を問う視角で あろう。

本稿で は以上の観点 か ら、 オ リバー らの障害学 の議 論や、WHO(世 界保健機構)に おいて

議論 されている障害モデ ル(ICF)の 議論 を参考 に、 「障害」の社会的な構成 を、 当事者 の身体

的特徴な どに帰結す るのではな く、ある当事者に とって社 会環境側 に存在す る、社会参加 を阻

害す るバ リアの集積 として考 えた。 本稿 では まず、従来就労 な どの狭 い意味で言及 され ること

の多か った社会参加 を、 自己実現 や社会 的役割 と・い う点 に注 目し、 当事者 にとって参加領域の

拡大、な いしは参加領域の変 質 としてあ らわれる と評価 した。そ して、それ を阻害す るバ リア

を、従来のバ リア ・フリー論を批判的 に組み替え、 資源 的な解決 を必 要 とす るバ リア と、それ

では解決できず 、関係的なエ ンパ ワーメ ン トを必要 とす るバ リアに整理 した。それ らのバ リア

は、 当事者 にとって、まず メデ ィアを獲得 しよ うとす る過程 にあ らわれ るだ ろう。 しか し、そ

れ らを克服 してメデ ィアを.獲得する ことができれば、 焦点はいかにメデ ィアを利用 してバ リア
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を克 服 す るか に うつ り、 社 会参 加 へ の 過程 と して考 え る こ とが で き る。

以 上 の 作 業 を とお して 本 稿 に お け る課 題 を設 定 した。す な わ ちそ れ は 、コ ンピ ュー タ ・メデ ィ

ア とそ の 場 にお け る バ リア の あ りよ うに 焦点 を あ て、 そ の克 服 に よ る メデ ィア獲 得 と利 用 が、

どの よ うに 障 害 当事 者 の 社会 参 加 を促 進 させ う る の か、 な い しはそ うで は な い のか を、 事 例 に

基 づ き 分 析 ・考 察 す る とい う こ とで あ る。

第2章 コンピュータ利用の現状 ・先行研究 ・分析方法

第1章 での課題設定 を受け、第2章 では具体的 な事例分析 に入るまで に必要な、現状把握 と

先行研究 の批判、分析方法 の検討 をお こな った。

現状把握 第1節 では障害者福祉 にお いて コンピュー タが どのよ うに導入 され、現在は どの

よ うな状況 であるか を概略的 に把握 し、以後 の議論 の下地 を準備 した。そ もそ もコンピュー タ

は福祉領域 にお いては障害 当事者 のものではな く、 むしろ行政や福祉施設 といったサー ビス主

体側 の管理 ッールで あったが、それが 当事者や まわ りの人 々の努 力によって普及 して いった こ

とがわか った。現在 では 日常 生活 を手助 けす る道具 として だけで はな く、就労や 社会 にかか

わ って い くメデ ィアと して の性格 を強めて いって いる。

先行研究批判 以 上の現状 をふ まえ、第1節 では続 いて、本稿 の課題 に類似す る先行研究 を

批判 した。そ の結果、先行研 究そ のものが少な いだ けではな く、各議論 にも不十分な点が ある

ことがわか った。 まず、 「福祉情報化」 論 と整理で きる ものは、障害 当事者が主体的 に メデ ィ

アを利用す る情報化 と、支援者 によ って 「情報が集め られ、整理 され、提供 される」 サー ビス

の客体 と して の情報化 とを区別で きて いな い。 また、福祉工学や人間工学 とされ る見地か らの

研究は、 あ くまで ッール としての技術 を重視 して いるため、 当事者が メデ ィア として利用する

ことによる社会的な効果や影響は議論 されて いな い。本稿のよ うな研 究はその点で先行研 究の

見落 としを補 う学術的な価値があ る。

分析 方法 第2節 で は、本稿 にお け る考察 の枠組 み と分析 の方 法 を検討 した。 「障害」 問題

という、特定の領域 にお けるメデ ィアの獲得 と利用 を議論 す るため に、 メデ ィア研究 において

と られ ることが多か った、イ メー ジ先行の抽象論や、利用者の数量的な把握、統 計的処理 をと

お した分析ではな く、特定領域 に密着 した分 析方法が求 め られる。 そ こで、理論 的な分析枠 と

しては、メデ ィア利用の領域 とその社 会的な意味を検討する もの として、カナダな どで発達 し、

近年 日本 において も注 目されている、 メデ ィア ・リテ ラシー とい う考 え方 に注 目す る こととし

た。 また、事例の調査方法 としては、ひ とつの事例 に密着 して、その対 象 を尊重 しなが ら、寄

り添って参与観察 をお こな うエス ノメソ ドロジーの手法 を採用 し、 イ ンタ ビューや ネ ッ ト利用

のデー タを組み合わせて分析 をお こな うこととした。

第3章 事例 分析

第2章 での分析枠 組み、調査 方法の検討 を受け、第3章 において、 具体 的な事例分析 をお こ

な った。

事例 の基本構 造 まず第1節 において本稿 で とりあげ た事例 「西多賀社会訓練セ ンター ・憩

の家」(以 下 「憩 の家」)の 基 本的な性格やそ の内容 を整理 した。そ もそ も、 「西多賀」地域 は

国立病院、各種社会福 祉法人、社 団法人な どの当事 者団体、福祉NPOな どが集 まった仙台 で

も有数の"福 祉地 域"で あるが、 「憩 の家」はそ のなかで、施設入所者、 「西多賀」周 辺に住 む
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在 宅療 養 者 、 職 員 や ボ ラ ンテ ィ アが 集 ま る"交 差 点"の よ うな 役 割 を も って い る。 そ の 「憩 の

家 」 でパ ソ コ ンが 導 入 され 、 当事 者 に獲 得 、 利 用 され て い く過 程 は 、 事 例 と して 注 目す る価 値

が 高 い。 こ こで は、 現 在 の具 体 的 状 況 だ けで な く、 コ ンピ ュー タ が 入 って くる 以 前 の 状 況 を整

理 した。 本 節 以 降 で 、 そ の 導 入 に よ る変 化 を分 析 して い く。

コ ン ピ ュ ー タ の 入 力 環 境 第2節 で は 、 事 例 に お い て ま ず 障 害 当 事 者 が 直 面 し た、 コ ン

ピ ュー タ の入 力 環 境 を どの よ う に形 成 す るか を分 析 した 。 資 源 的 に は 、 パ ソ コ ンそ の もの 有 無

だ けで は な く、 キ ー ボ ー ドや マ ウス が 利 用 し に く い とい うバ リア もあ った 。 一 方 で 当事 者 が ど

の よ うな 環 境 に い るか も影 響 を与 え て いた 。 内 容 と して は 、 コス トな どの 経 済 的 問 題 だ けで は

な く、 職 員 や 家 族 な ど周 りの 人 々が 障 害 当事 者 に とっ て の パ ソ コ ンの 必 要 性 を認 識 して いな い

こ とが 、 関 係 的 な バ リア と して 働 い て もい た 。

以 上 のバ リア の 克 服 は 、 障 害 当事 者 によ る試 行 錯 誤 と 「工 夫」 によ って もた ら され て い る。

入 力 補 助 装 置 を 利 用 して い る 例 もあ っ た が 、 そ れ よ り も身 近 な ス テ ィ ック な どを利 用 し、 自分

で 入 力 環 境 をつ く りあ げ る 「工 夫」 の方 が多 く、評 価 す る こ とが で き る。 そ れ らの 「工 夫」 は、

な か な か 得 る こ とが で き な い 資源 を 補 う点 で も有 効 に 働 い て い た。

「パ ソ コ ン教 室」 の経 過 とそ の 変 質 第3節 で は、 「憩 の 家」 にお いて コ ン ピ ュー タ獲 得 の

主 舞 台 とな っ た活 動 で あ る、 「パ ソ コ ン教 室 」 の 経 過 とそ の 変 容 過 程 を分 析 した 。 障 害 当事 者

に と って 資 源 的 な バ リア と して 存 在 して い た の は 、 物 的 な も の だ け で は な く、 「知 識 」 と い っ

た 象 徴 的 な 資 源 もあ った た め、 「パ ソ コ ン教 室 」 で は そ の取 得 が 目標 とされ て い た が 、 当事 者

が 「して も ら う」 の を待 っ て しま う障害 者 役割 を取 得 して しま っ て い る た め に、 そ して、 講 師

や ス タ ッフが 作 業 に介 入 して 「して しま う」 よ うな介 護 関係 の た め に、 そ れ が 関 係 的 なバ リア

と して 働 い て 必 要 な 知識 が 当事 者 の もの と して獲 得 さ れ な い こ とが あ る こ とが わ か っ た。

そ の よ うな バ リア は、 単 な る 技 術 や ス キ ル と して の知 識 だ け で は な く、 「そ の メデ ィ アが 当

事 者 に どの よ うな意 味 を もつ か」 とい う 「メデ ィア に 関す る理 解 」 が得 られ る こ とで克 服 され

た。 そ して そ の 「メデ ィ ア の理 解 」 は、 資源 を獲 得 しよ う とす る ときや 、 介 護 関 係 を離 れ 、 メ

デ ィ ア を 自 らの もの と して 獲 得 す る 為 に も 必 要 で あ る。 そ れ らの 「理 解 」 もふ く めた メ デ ィ

ア ・リテ ラ シー の獲 得 が 求 め られ て い た こ とがわ か っ た。

電 子 メ ー ル 、HPの 獲 得 と利 用 引 き続 いて 、 事 例 にお け る コ ン ピ ュー タ ・メ デ ィア の利 用

の 形 ご とに、 そ の実 態 を分 類 して 調 査 し、 そ れ らを利 用 す る ことで 、 当事 者 に と って どの よ う

な影 響 が もた らされ るか を分 析 した 。

まず 、 事 例 に お い て も っ と も一 般 的 に利 用 され て い る電 子 メー ル とHP(ホ ー ム ペ ー ジ)を

と りあげ た 。1対1の パ ー ソナ ル ・メデ ィ ア で あ る電 子 メー ル は、 従 来 連 絡 が 取 りに くか った

ボ ラ ンテ ィ ア と の連 絡 網 を確 立 す るな ど 人的 ネ ッ トワー ク の補 強 に な るが 、 外 部 資 源 の拡 大 を

も た らす こ と は ほ とん どな か った 。 対 照 的 に マス(プ ッシ ュ)・ メデ ィ ア で あ るHPは 、 メデ ィ

ァが 限 られ た 障 害 当事 者 に と って 、 外 部 か らの情 報 収 集 に は有 効 だ が 、 従 来 か ら注 目 され て い

た 当事 者 か らの 情 報 発 信 と い う点 で は、 「憩 の 家 」 で 作 成 したHPへ の レス ポ ンス もき わ め て

限定 され て お り、 意 外 な ほ ど社 会 参 加 に結 び か な い こ とが わ か った 。

メ ー リ ング リス ト(ML)の 導 入 と利 用 電 話 や 手紙 に類 似 す る 電 子 メー ル 、 マ ス ・メ デ ィ

ア的 性 格 の強 いHPに 対 して 、 コ ンピ ュー タ ・メデ ィ ア と して 特 徴 的 な性 格 を見 せ る のが 、 そ れ

に よ りネ ッ ト上 で 集 団 を形 成 す る、 ミ ドル ・メデ ィ ア的 な 利 用 で あ る。 そ こで 第5節 で は 、 事

例 にお いて 最 初 に導 入 され た ミ ドル ・メデ ィ アで あ るMLに つ い て 分 析 した。
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当初 「憩 の家 」 に お け るMLは 、 隔 離 され が ち な 施設 入所 者 と在宅 療 養 者 が会 話 で き る 場 と

して の要 望 が 強 か った が 、 実 際 には 事務 局 を 中心 と した連 絡 メ デ ィア と して は じま っ た。 しか

し、 模 索 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン をお こな う期 間 が 過 ぎ る と、 当初ROM(発 言 を読 ん で い る

だ け の メ ンバ ー)で あ った 障 害 当事 者 が だ ん だ ん と発 言 を しは じめ、 障害 当事 者 が積 極 的 に参

加 す る コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン空 間 とな っ て い っ た。

この 当事 者 の積 極 性 はML上 に と どま らな か った 。 従 来 、 「憩 の家 」 で の講 習 会 や 各 種 イ ベ

ン トは、 事 務 局 な どス タ ッ フや 介 護 す る職 員 主 導 の企 画 ・運 営 で お こな わ れ 、 障 害 当事 者 は な

か な か 関 与 しづ らか った が 、MLと い うコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 場 を共有 した こ とで 、 障 害 当事

者 が意 見 を 主 張 した り、 それ を実 現 す る コー デ ィ ネー トをお こな う よ う にな り、 企 画 や 運 営 に

積 極 的 に関 与 す る よ う にな って い っ た。 ま た、MLを 利 用 して 障 害 当事 者 が 「憩 の 家 」 のHP

を作 成 ・運 営 した り、 各種 の仕 事 を コ ーデ ィネー トす る メデ ィア と もな った 。MLは 、 この よ

うな 従 来 の介 護/被 介 護 の役 割 関 係 を融 解 させ る 契 機 を も もた ら して い た 。

しか しそ れ らのMLの 影 響 は、全 体 と して 「憩 の家 」内 向 き の もの で あ っ た こ とは否 め な い。

そ の 理 由は 、MLと い う コ ミ ュニ ケ ー シ ョン空 間 が 、 「憩 の家 」 を中 心 と して リス トに登 録 され

た メ ンバ ー に限 定 され て いた か らで あ ろ う。 そ の 点 で、 た しか に当 事者 が参 加 して い る領 域 は

変 質 した もの の 、参 加 領 域 を拡 大 させ る こ とが で き たわ け で は な か っ た。

WebBBSの 導 入 とそ の 利 用 事 例 で は 、MLに 加 え て ま た 別 の コ ン ピ ュー タ の ミ ドル ・メ

デ ィア 的 な 利 用 が 導 入 され て い る。そ れ がWebBBSで あ る。WebBBSは ネ ッ トワー ク上 にて 集

団 を 形 成 す る 点 でMLと 同 じで あ るが 、技 術 的 な面 で 異 な って い る。 そ の差 と して まず 上げ ら

れ る特 徴 は 、WebBBSは 発 言 者 が 特 定 され な い と い う点 で あ る。MLの 場 合 発 言 者 は 電 子 メー

ル の ア ドレス が 明 示 され る こ とで 特 定 で き るが 、 「憩 の家 」 のWebBBSの 場 合 は 名 前 な どの 自

分 をあ らわ す 情 報 は 空 白で 、 自分 で 仮 名 を つ か う こ と も で き る し(ハ ン ドル)、 空 欄 の ま まで

もよ い。 この よ うな 匿 名性 を特 徴 が と して 上 げ る こ とが で き る。 も う一 つ の 特 徴 は、MLの 構

成 員 が 「憩 の家 」 を 中心 と した す で に リス トに登 録 され た メ ンバ ー に限 定 され て い る の に対 し

て 、WebBBSの 参 加 者 は外 部 に公 開 され て お り、 登 録 され て い る メ ンバ ー 以 外 で も見 た り発 言

した りす る ことが で き る点 で あ る 。 そ の た め 、発 言 者 はMLの よ う に限 定 されず 、 「憩 の家 」や

「西 多 賀 」 地域 の外 か らも、 多 々 参 加 して い た 。

WebBBSもMLの よ う に 「憩 の 家」 と 当 事 者 に一大 き な 影 響 を 与 え て い た が、 そ の 影 響 は

WebBBSの 技 術 的 な特 徴 に規 定 され る も ので あ った 。 第1に 、WebBBS上 で は発 言 者 の属 性 を

自分 で 設 定 で き た た め に、 歴 史 上 の 人 物 に な りか わ っ た り、 独 自の キ ャラ ク タ ー を設 定 した り

した 上 で の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンが お こな わ れ た。 そ れ らは 、 「障 害 者 」 と して の振 る 舞 い を期

待 さ れ て しま う こ との な い、 属性 」1青報 に と らわれ な い コ ミ ュニ ケー シ ョン空 間 を障 害 当事 者 に

実 現 さ せ て い た。 と もす る とス テ ィグ マ が 生 まれ かね な い対 面 状 況 とは 異 な った この よ うな 空

間 は、 一度 解 き放 た れ た アイ デ ン テ ィテ ィ を再 度 自分 に好 ま し く作 り上 げ 、 表 現 して い る空 間

で あ る と考 え る こ と もで き よ う。

第2に 、WebBBSが 公 開 され て い る こ とで 、そ の コ ミ ュ ニ ケー シ ョン 空 間 に は、 外 部 か らの

参 加 者 が 出入 りす る よ うにな った 。 そ の参 加 者 の 出入 りは そ れ まで 「憩 の家 」 や 「西 多 賀 」 に

はな か っ た新 しい 情報 や 、 時 に は各 種 の資 源 を も伴 って お り、 時 に はそ れ を契 機 にネ ッ ト管 理

な ど の仕 事 を請 け負 う こ とも あ った 。 さ らに 「西 多 賀 」 内 部 の障 害 当事 者 が 外 部 へ 目 を向 け 、

契 機 を提 供 す る参 加 領 域 を広 げ る 「社 会 へ の経 路 」 と もな って いた 。
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一 方 で 、WebBBSに は そ の 特徴 に 由来 す る 問題 点 も存 在 して い た。 匿 名 的 な ネ ッ ト空 間で は

「フ レイ ミ ング=は げ しい 口喧 嘩 」 が起 こる こ とが 知 られ て い た が、 「憩 の 家」 のWebBBSで

も実 際 に起 こ って い る。 しか しそ れ は 単 な る 口喧 嘩 で は な く、 む し ろそ れ ま で 「憩 の 家 」 や

「西 多 賀 」 とい っ た 福 祉 空 間 で は 問題 に で き な か っ た も の一 職 員 中心 の 運 営 、 当事 者 か ら集

め られ る 会 費 管 理 な ど を、匿 名 的 なWebBBS上 で 障害 当事 者 も異 議 を 申 し立 て る ことが で

きる た め 、 そ の 異 議 申 し立 て の過 程 で起 こっ て い る もの も あ った 。 これ まで メデ ィ ア研 究 で は

フ レイ ミ ング は否 定 的 に考 え られ て い た が、 す べ て が そ うで はな く、 隠 れ て いた 問 題 を顕 在 化

させ る とい うか た ち で 当事 者 に効 果 を もた らす も の も あ った 。

第4章 考察 ・結論

ここまでの事例分析 によって、障害 当事者 にとって のコンピュータ ・メデ ィア について興味

深 い論点 を多 々指摘す る ことがで きた。以上 を受けて、分析枠組みに従 い議論 を再 整理 し、社

会学 ・メデ ィア研究 の観点か ら展 開させて いくことで、設定 された課題 にたい して一定の結論

をえる試みが第4章 で ある。

社会参加 とメデ ィアの諸相 まず、事例分析 を再整理 し、そ こで見 られた各種 の影 響が、 障

害 当事者 に とって の社会参加 として評価 しうるか どうか を第1節 にて検 討 した。第1章 で示 し

たように、 当事者 にとっての社会参加は参加領域の拡大 ・変質で評価す る ことが できる。

事例 における参加領域 の拡 大 として は、 「憩 の家」 を舞 台 にパ ソコンを獲得 した 当事者が、

MLやWebBBSを 利用 して、HP作 成やネ ッ ト管理の仕事 を受託す るよ うにな った例 をあげ る

ことがで きる。 また仕事ではな くて も、パソコ ンの学習 を希望 してきた新 しい初心者 に、 同 じ

当事者 の観点か らパ ソコンを教えた り、困っている ときのサポー トをす るボランテ ィア活動 を

は じめた ことも、 社会参加 の一形態 として積極 的に評価で きるだ ろう。それ以外 にも、 これ ま

で施設や 自宅に こもりがちであった当事者 が、外部 の学校や イベ ン トに参加す るようになって

いる。

以上の社 会参加 の事例 は、 同時に参加領域 の変質 として も評価で きる。 このように参加領域

の拡 大はその変質 を伴 い、相互 に促す ものである と考 える ことがで きる。それ以外 に注 目で き

る参 加領域 の変質 は、 「憩の家」 を舞台 とした 「パ ソコン教室」、そ して各種の事業やイベ ン ト

の企 画や運営 に、 障害 当事者が積極 的に関与す るようにな った という点で ある。従来存在 して

いた、運営す る支援者/サ ー ビスを受 ける障害者 という区分 の減退 という変化は、それ以外の

さまざまな社会参加促進 の基盤 となって いた。

メデ ィア獲得 とバ リア 以上 の社会参加 の諸相は、障害 当事者が コンピ ュータ ・メデ ィア を

獲得 し、利用 して い く中で の成果 である。そ こで 引き続 き、 コンピ ュータ ・メデ ィアが社 会参

加 の阻害現象 と して の 「障害」一 具体的 にはそれ を構成す るバ リア を どのよ うに克服 し

たかを考察す る必要が ある。第2節 では まず、 メデ ィア を獲得す る過程 とバ リア について議論

をお こなった。

事例分析 を振 り返 ると、障害 当事者が コンピュー タ ・メデ ィア を獲得するため重 要であった

のは、そ のメデ ィアの自分 にとって の意味 を 「理解」 し、それ を 「工夫」 する知識や ノウハウ

で あ り、 さ らにそれ を主体的 に得 ることであ った。物的資源 におけるバ リアを克服 するためだ

として も、当事者の多様 な身体 的事情 に対 して、 「誰 にで も利用で きる」デザ イ ンは準備 され

ようが無 く、 も しも均一な メデ ィアの仕様が志向された場合は、必ずそ のメデ ィアか ら排除 さ
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れ るマイ ノ リティを生む だろう。事例 にお いて、資源的なバ リアの回避が 当事者の主体的な カ

ス タマイズ によってな されて いた事実は、 これ まで まった く気づかれて いなか ったが、その意

味 を積極的 に評価す る必要が あることがわか る。 また 当事者主体 につ いては、知識な どの象徴

的資源 にお いては、よ り重視 されなければな らない。事例 において 当初、メデ ィアの理解 にか

かわ る知識が 当事者 に獲得 されなかった理 由は、 福祉の領域では 「当事者にかかわる もの」 で

あるにもかかわ らず、当事者が取得す る必要がな く 「援助者が提供 し続ければ よい もの」 とさ

れ るよ うな知識のあ り方が頻繁 に見 られる ことに起 因 していた。 本節では、 このよ うな象徴 的

資源の内部 に引かれた 「当事者の もの/援 助 者の もの」 とい う境界線を、専 門職 と知 的占有 の

問題 に関連づけて考察 した。類似 の構 造は、 当事者 を包み込 む社会関係にあ らわれ るバ リアに

も、見 いだす ことができる。 資源 的に 「援助 し続 ける」 ことが 資源 的なバ リアを解決 した よ う

に見えて も、 「援助 ・介護 関係」 が固定化 され る というバ リアが残 り続 ける ことがあ りうる。

このバ リア を克 服す るため に必 要で あったのが、障害 者役割や 援助 関係 を越 えた主体 的な メ

デ ィア獲得 を促す、 当事 者 自身のた めのメデ ィア ・リテ ラシー であったと考 え られ る。本節で

は以 上を立岩や土屋、 李 らの理論 を援用 しつつ議論 をお こなった。

社会参加 とい う観点 か らは、 メデ ィアを獲得す るということは、獲得 した 人間 と社会 とが ど

のよ うに結ばれ るか とい う形式 をあ らわ して いる。それ ゆえそ の獲得 のされ方が 問題 とな るの

であ り、 「主体的な獲得」 が当事 者の主体的 な社 会参加 の契機 とな る。 メデ ィア獲得 の資源的

な支援 を社会的責務 とす る一方で、そ のことによ り障害 当事者が従属関係 に置かれ続 けて しま

う ことをさけるた めに、 当事者が 自らのため にメデ ィアを 「理解」 し、主体的 に獲得す るため

のメデ ィア ・リテ ラシーが求め られて いることがわか る。

メデ ィア利用 とバ リア メデ ィアは獲得すれば終わ りなのではな く、それ を利用する ことで

社会参加で きな ければな らな い。 それは いいかえれば、 メデ ィア利用が どのよ うに資源的な、

な いしは関係的なバ リアを克服 させ、障害当事者の社会参加 を実現 させ るか、 とい うことで も

あ る。実際 のところ、障害 当事者に とって、メデ ィア を使 って どのよ うに資源 的な状況を改善

させて いくかは、社会参加 をめざす さいに、常に最大の問題 であ り続けている。 それはボ ラン

テ ィアや リフ ト付き福祉車両な どの調達だけではな く、各種 情報の象徴 的資源 の面 で、よ り言

うことができる。

これ らの資源的なバ リアは単純 に考 える と、従 来アクセ スできなかった資源 に、 コ ンピュー

タ ・メデ ィアを利 用 してアクセ スできるよ うになる ことで解 決され るよ うにお もわれ る。 とこ

ろが、事例 においてHPが 意外 なほ どに効果 をもた らさなか った理 由を分析す る と、単純 に資

源 アクセスの機会 を均等 に解放す るだけでは、 障害当事者 は、平等にみえるなかで実 際にはマ

イ ノリテ ィが不利 を強い られ る土俵 に上が るだ けに過 ぎない ことがわか る。本節で は石井、 ま

しこらの議論を参考 に、当事 者の事情、それ によ りそ ぐわ ないル ール設定 に問題 を見 いだ した。

それ に対 して、MLやWebBBSは 当事者 が各 自の事 情 を協 力 して 「調 整」 し、 自らの不 利 を

「工夫」す る資源戦略 をお こな う場 と働 いて いた。MLやWebBBSは 障害 当事者 にとって資源

的なエンパ ワーメン トを もた らす場 として機能す る ことがで きる。

単純 に機会 を均等 にすれば 問題が解決す るわ けで はな い ことは、関係 のバ リアにも言 う こと

がで きる。本 節では、三 品(金 井)や 武井 の議論 を参照 し、 ノーマ ライゼー シ ョンをめ ざ して

ひ とつ垣根 を とりは らって も、 当事者 のまわ りに新 たな垣根 を生んで しまう=新 たな関係 のバ

リアを生産 して しまう可能性 に言及 した。それ を避 けるため には、垣根の設定 といった政治領
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域 に まで参 画 しそ の承 認 に も影 響 を 与 えて い くよ うな 参 加 の あ り方 、 単 に 「社 会 の 仲 間 に加 わ

る 」の で は な く、社 会 の企 画 や 運 営 に ま で携 わ っ て い くよ うな参 加 の あ り方 が も と め られ よ う。

現 実 と して そ の 道 は バ リア が 山積 し未 だ 険 しいが 、 事 例 にお いてMLやWebBBSに み られ た

よ うな、 当事 者 が企 画 ・運 営 に携 わ る よ う に な った 関 係 面 で のエ ンパ ワー メ ン トは 、 そ の 道 を

進 む た め の重 要 な 示唆 を与 え て い る ので は な いだ ろ うか 。

こ こで事 例 を振 り返 って み て注 目で き る の は、 .と記 の 資 源 的 、 関 係 的 な エ ンパ ワー メ ン トが

MLやWebBBSと い っ た ミ ドル ・メデ ィ ア の利 用 に よ って もた らされ て いた 事 実 で あ る。 正 村

は そ の よ うな利 用 を 「イ ン ター ネ ッ ト ・コ ミ ュニ テ ィ」 と呼 び 、 脱 場 所 的 か つ 脱 空 間 的 で 、 匿

名 的 で あ りなが ら、 場 所 を定 義 す る コ ミ ュニ ケ ー シ ョン をっ う じて 親 密 な 空 間 を 形 成 して い る

と した。 そ こにお け る障 害 者 カテ ゴ リー の融 解 や アイ デ ンテ ィテ ィ形 成 、 そ して フ レイ ミ ング

に お け る 問題 構 造 の告 発 な ど を分 析 す る と、障 害 当事 者 が そ の よ うな 「イ ンタ ー ネ ッ ト・コ ミ ュ

ニ テ ィ」 の特 徴 を う ま く工 夫 して 利 用 す る こ とで 、 そ れ を資 源 的 、 関係 的 な エ ンパ ワー メ ン ト

を も た らす 場 と して いた こ とが わ か る。

も ち ろ ん 単 に 人 々が 集 ま って イ ン タ ー ネ ッ ト上 で コ ミ ュ ニ テ ィ を つ くれ ば い いわ け で は な

い。 た しか にイ ン ター ネ ッ ト ・コ ミ ュニ テ ィは 、 これ ま で 障 害 当事 者 の 周 りで失 わ れ て い た コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョン空 間 を再 生 させ 、 そ れ が 社 会 との 問 に 中 間 集 団 と して 入 り柔 軟 に 働 く こ と

で 、 バ リアを 緩 衝 、 な い しは 軽 減 させ 、 社 会 へ と接 続 させ る経 路 を 実現 させ て い る。 しか しそ

れ は、 誰 か に与 え られ る もの で は な く、 メ デ ィア を利 用 して コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の場 を 自由 に

形 成 し、 そ れ を 自 らの エ ンパ ワー メ ン トと して社 会参 加 に つ なげ て い くよ うな 当事 者 自身 の リ

テ ラ シー によ っ て 、 は じめ て 成 立 し うる だ ろ う。 本 節 で は 以 上 の よ う な結 論 を得 る と と もに、

社 会 的 な サ ポ ー トが 障 害 当 事 者 自身 の メデ ィア 利 用 を 促 進 させ る よ うな か た ちで お こな われ る

必 要 が あ る こ と を指摘 した。

お わ り に

以 上 の議 論 を ふ りか え る と、 我 々 が い か に、 目の前 に あ る メデ ィ ア のか た ちや そ の利 用 の状

態 に、 あ ま りに 無 頓着 で あ っ た か を、 強 く認識 させ る。 メデ ィ ア の あ り方 が 、 人 々 の社 会 参 加

の、 す べて で は な いが 重 要 な一 部 を規 定 す る以 上 、 そ こに 目を 向 け る のは 、 社 会 学 に と って の

責 務 の ひ とつ で あ る。 しか しな が ら、 障害 当事 者 が 、 従 来 どの よ う な メデ ィ ア環 境 にお か れ て

お り、 コ ンピ ュ ー タ とい うメデ ィア が、 それ を どの よ う に変 化 させ る可 能 性 が あ るか 、 そ して

そ れ らが どの よ うな社 会 的 な意 味 を もつ と評 価 で き る のか につ いて は、 従 来 、 ほ と ん ど検 討 さ

れ て こな か っ た。

メデ ィ アが 実 際 に社 会 と 人 間 を媒 介 す る役 割 に注 目す る と、 そ の メデ ィ アそ の も のが 、 どの

よ うに 人 間 と人 間 との 関係 、 人 間 と社 会 と の 関係 を構 築 して い るか が は っ き りして くる。 この

意 味 で メデ ィ ア と社 会 参 加 の 問題 は、 障 害 当事 者 に限 らず 誰 にで も い え る こ とで あ ろ う。 問題

な の は 、 高 度 情 報 化 社 会 にお い て メデ ィア を とお した 社 会 参 加 が 大 きな 割 合 を 占め て くる 中

で、 そ の よ う な メデ ィ ア に よ る社 会 関係 の規 定 につ いて 、 十 分 に 目が 向 け られ て こな く、 特 に

社 会 的 マイ ノ リテ ィの メデ ィ ア利 用 につ い て は全 くと い って 良 い ほ ど考 慮 され て こな か った 点

で あ る。

コ ンピ ュー タ とい う メデ ィ ア はバ リア を取 り払 い社 会 参 加 を実 現 す る メデ ィア と して の可 能

性 を見 せ て い るが 、 獲 得 や 利 用 の され 方 に よ って は 、 そ の よ うな 可 能 性 を喪 失 させ る こ と に も
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な りう る。 重 要 な のは 人 間 と社 会 との 間 に あ る メデ ィア とそ の リテ ラ シ ー の領 域 に注 目 し、 メ

デ ィ ア の あ り:方を 問 う こ とで 、 問 題 の 当 事 者 と して の 我 々 人 間 と社 会 との あ り方 を 問 い直 す こ

とで あ ろ う。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本 論 文 は 、 障 害 者 の社 会 参 加 に果 た す コ ンピ ュー タ ・メデ ィア の 役割 を社 会 学 的 に解 明 しよ

う と した も ので あ る。 近 年 、 社 会福 祉 の 分 野 で も情 報 化 に 関す る研 究 が盛 んで あ るが 、 障 害 者

の視 点 に立 った メデ ィ ア研 究 は 皆 無 に等 しい。 そ う した な か で、 障 害 者 の視 点 か らコ ンピ ュー

タ利 用 の実 態 とそ の社 会 的 意 味 を問 うて い る点 に 本論 文 の 特 色 が あ る(な お 、 以 下 で は、 本 論

文 の 内容 を紹 介 す る とき には 「障 害者 」 を 「障害 当事 者」 とい う本 論 文 の言 葉 で 表 記 す る)。

論 文 は 、 「は じ め に」 「お わ りに」 と、四 つ の章(第 一 章 「問題 の所 在 」、第 二 章 「コ ンピ ュー

タ利 用 の 現 状 ・先 行 研 究 ・分 析 方 法 」、 第 三 章 「事 例 分 析 」、 第 四 章 「考 察 ・結 論」)か ら構 成

され て い る。

まず 、 「は じめ戸に」 にお いて 本 論 文 の課 題 が 設 定 され る。 福 祉 領 域 で は、 情 報 化 へ の 期 待 が

高 ま る一 方 で 、 「デ ジ タル ・デ バ イ ド(情 報 格 差)」 の拡 大 が懸 念 さ れ て い る。 この よ うな 現 状

を踏 ま えて 、 著 者 は 、 障 害 当 事 者 が 自 らを 情 報 弱者 と して しま うコ ン ピ ュー タ を望 む の は何 故

か と い う 問 い を提 起 す る。 そ して、 こ の 問 い に答 え る べ く、 障 害 当事 者 の コ ン ピ ュ ー タ ・メ

デ ィ アへ の 関 わ りを調 査 し、 社 会学 的 に究 明す る こ とが本 論 文 の課 題 で あ る とす る。

第 一 章 で は 、 障 害 に関 す る 先 行研 究 が 紹 介 さ れ、 本 論文 の基 礎 概 念 が検 討 され る。 最 初 に、

障 害 に対 す る捉 え 方 には 、 障 害 の原 因 を個 人 の 身体 的 機 能 に帰 属 させ る 「医 学 モ デ ル 」 と、 障

害 の社 会 的 構 成 を強 調 す る 「社 会 モ デ ル」が あ り、障 害 当事 者 の社 会 参 加 を考 察 す る た め には 、

後 者 に準 拠 す る必 要 が あ る こ と、 そ し て 社 会 モ デ ル の な か に も 「社 会 福 祉 的 ア プ ロー チ 」 と

「障 害 学 的 ア プ ロー チ 」 が あ り、 この二 つ の ア プ ロー チ に はそ れ ぞ れ 一 長 一 短 が あ る ことが 指

摘 され る。 す な わ ち 、 「社 会 福 祉 的 ア プ ロー チ 」 が 障 害 当事 者 に 対 す る援 助 を促 進 す る反 面 、

援 助 とい う行 為 をつ う じて 障 害 当事 者 に対 す る差 別 を 再 生産 して しま う危 険 を 孕 む の に 対 し

て 、 「障 害 学 的 ア プ ロー チ」 は 「健常 者/障 害 者 」 の 区 別 を取 り払 え る 反 面、 援 助 の必 要 性 を軽

視 して し ま う危 険 が あ る。 この こ とか ら、 著 者 は、 二 つ の ア プ ロー チ を補 完 的 に取 り入 れ る必

要 が あ る と説 く。

次 に、 バ リア と社 会 参 加 の 関 係 が 理論 的 に考察 され る。 障害 を社 会参 加 に対 す る 「バ リア の

集 積 」 と して 規 定 す る と、 バ リア フ リー とは、 バ リア の 除去 に よ る 障害 当事 者 に よ る社 会 参 加

と して 把 握 で き る。 そ の 際 、 「バ リア」 に は、 「資源 的バ リア」 と 「関係 的 バ リア」 が 存 在 し、

障 害 当事 者 の 社 会 参 加 に立 ち は だ か る 「健 常 者/障 害 者」 の 差 別 も関 係 的 バ リア で あ る と され

る。 ここで は 「バ リア」 が 広 義 に解 釈 さ れ、 二 つ の 「社 会 モデ ル 」 に 内在 して い る 問題 が 「バ

リア」 とい う共 通 の枠 組 の な か で 捉 え 直 さ れ て い る。 つ ま り、 障害 当事 者 へ の援 助 の必 要 性 を

説 く社 会 福 祉 的 ア プ ロー チ が 資 源 的 バ リア の 克服 に 力点 を置 して い る の に対 して 、 障 害 を一 つ

の個 性 と見 な す 障 害 学 的 ア プ ロー チ は、 関 係 的 バ リア の克 服 を 目指 して い る こと にな る。 障 害

当事 者 の社 会 参 加 を資 源 的 バ リア と関 係 的 バ リア の克 服 と して捉 え る発 想 は、 本 論 文 に独 自な

も の とい え る。
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第 二 章 で は 、 福 祉 領 域 に お け る コ ンピ ュー タ 利用 の現 状 と先行 研 究 が 紹 介 され た あ と、 本 論

文 の 分 析 方 法 が提 示 され る。1970年 代 に お い て コ ンピ ュー タ は、主 に行 政 や 福 祉 施 設 の管 理 ッー

ル と して 利 用 され て いた が 、1980年 代 中盤 以 降 にな る と、 障 害 当事 者 によ る コ ン ピ ュー タ利 用

も進 ん だ こ と、 こ う した状 況 変 化 に対 応 して、 福 祉 情 報 化 に 関す る議 論 も、 サ ー ビス 提 供 者 の

側 に立 っ た 見 方 か らサ ー ビス受 容 者 の側 に 立 っ た見 方 に変 化 して きた が 、 そ れ で もな お 、 議 論

の 焦 点 が コ ンピ ュー タ ・メデ ィ ア の技 術 的側 面 に偏 って い る こ とが 指 摘 され る。 そ こで 、 本 論

文 で は 、 メデ ィア を 社 会 的 コ ンテ ク ス トの なか で捉 え る 「メデ ィ ア ・リテ ラ シー 論 」 が 分 析 手

法 と して 採 用 され 、 当事 者 視 点 に 立 っ て分 析 す る こ とが 宣 言 され る。 著 者 によ れ ば 、 近 年 の 電

子 メデ ィア 論 の な か で 登 場 し て きた メデ ィ ア ・リテ ラ シー 論 の 考 え 方 は 、 障 害 当 事 者 とコ ン

ピ ュー タ ・メデ ィア との 関係 を分 析 す る 際 に も有 効 で あ る と い う。

以 上 の こ とを踏 ま え て、 第 三 章 で は個 別 事 例 の分 析 に入 り、 仙 台 市 に あ る西 多 賀 社 会 訓 練 セ

ンタ ー 「憩 の家 」 を対 象 に、 著 者 が数 年 間 にわ た って 携 わ って きた 参 与 観 察 の 成 果 が 披 渥 され

る。 コ ンピ ュー タ の 「獲 得 ・利 用 」 の 中心 的 な 舞 台 とな った 「パ ソ コ ン教 室 」 の 性 格 とそ の 歴

史 的経 緯 が説 明 され る と とも に、 障害 当事 者 の コ ン ピ ュー タへ の 関 わ りが 分 析 され る 。 分 析 を

とお して、 障害 当事 者 に とって コ ン ピ ュー タ ・メデ ィ ア の もつ 意 味 が メデ ィ アの 機 能 的 形 態 に

応 じて 異 な る とい う こ と、 す な わ ち 「電 子 メー ル 」 と 「ホ ー ム ペ ー ジ」 が いず れ も予 想 に反 し

て、 障 害 当事 者 の社 会参 加 に結 び つ か な い の に対 して 、 著 者 が 「ミ ドル ・メデ ィア 」 と よん だ

「メー リ ング リス ト」 や 「電 子 掲 示 板(WebBBS)」 は 、 従 来 の介 護/被 介護 とい う役 割 関 係 を

融解 さ せ る こ とに よ っ て社 会 参 加 に寄 与 しう る と い う ことが 明 らか に され る。 この よ うな 福 祉

領 域 に お け る メー リン グ リス トや 電 子 掲 示 板 上 の会 話 分 析 は 、 類 例 が な く、 新 しい 試 み とい え

る。

続 く第 四章 で は、 全 体 的 な 考 察 をつ う じて 更 な る知 見 が 引 き 出 され る と と も に、 結 論 が 提 示

され る。 まず 、 コ ン ピ ュー タ ・メデ ィアが 資 源 的 バ リアの 克 服 をつ う じて 就 労 機 会 を拡 大 す る

効 果 を も ち うる とは い え、 社 会 参 加 は、 よ り広 い意 味 で 解 釈 され ね ば な らな い こ とが 指 摘 され

る。 著 者 に よれ ば 、 健 常 者 の世 界 に仲 間入 りす る こ とだ けが 社 会 参 加 な の で は な く、 福 祉 現 場

の なか で 「健 常 者/障 害 者 」 の垣 根 が 取 り払 わ れ る こ と も社 会 参 加 に繋 が る とい う。 こ う して、

「バ リア」 の概 念 的 拡 張 に対 応 す るか た ちで 「社 会 参 加 」 の 概 念 的 拡 張 が は か られ る 。

次 に、 コ ンピ ュー タ ・メデ ィア によ る社 会 参 加 の 可 能 性 や 課 題 が 、 「メデ ィ ア獲 得 」 と 「メ

デ ィア 利 用」 と い う二 つ の 段 階 に即 して 論 じ られ る。 「メデ ィア 獲 得」 の 段 階 で は、 メデ ィア

に 関す る技 術 的 な 知 識 と と も に、 そ の社 会 的 意 義 を規 定 す るよ うな 知 識 が 当事 者 の 間 で 共有 さ

れね ば な らず 、 そ れ に は、 当事 者 が 「介 護 者/被 介 護 者」 と い う垣 根 を超 え て メ デ ィ ア の意 味

を 主 体 的 に 発 見 しな け れ ば な ら な い こ と、 そ して 「メデ ィ ア利 用 」 の 段 階 で は 、 ミ ドル ・メ

デ ィ ア のな か で も、 特 に匿 名 性 を帯 び た コ ミ ュニ ケ ー シ ョン共 同 体 を形 成 し う る 「電 子 掲 示 板

(WebBBS)」 が 「健 常 者/障 害 者 」 の 間 に存 在 す る 関係 的 バ リア の克 服 に役 立 つ こ とが 示 さ れ

る。

最 後 の 「お わ りに」 で は 、 メデ ィ ア に よ る社 会 参 加 が 福 祉 と い う特 定 領 域 の 問 題 で は な く、

人間 と社 会 にお け る 一般 的 な 問 題 で あ る こ とが 指 摘 され て 、 論 文 が 閉 じ られ る。

以 上 の よ う に、 本 論 文 は 、 「バ リ ア」 や 「社 会 参 加 」 の概 念 的 拡 張 を は か りつ つ 、 当事 者 視

点 と い う新 しい視 点 か ら、 障 害 者 の社 会 参 加 を促 進 す る コ ン ピ ュー タ ・メ デ ィア の役 割 を解 明

して い る。社 会 福 祉 学 や 障 害 学 の最 新 の成 果 を踏 まえ て 、社 会 参 加 に関 す る理 論枠 組 を 構 想 し、
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障害者 とコ ンピュー タの関係 を参与観察的手法 に基づ いて詳細 に分析 した こと、そ して このよ

うな理論研 究 と実 証分析 の総合 を とお して、福 祉情報化 に関す る新 しい知見 を引 き出 した こ

と、 ここに本論文 の優れた成果 を見 ることがで きる。

よって、本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと

認 め られ る。

一316一


